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を与えた。続いてサンプル値系の L∞/L2誘導ノルム解析を近似的に等価な離散時間系の l∞/l2 誘導ノ
ルム解析に帰着させ、サンプル値系に対する制御器設計への展開について論じた。
高　橋　誠　也（萩原教授）「双対SDP の最適解の構成による 1入出力系のH∞性能限界解析」


















































依　田　学　樹（小林教授） 「 拡散MRI を用いた精神神経疾患の病態神経回路の同定に向けた白質神経
線維束の解析」






験的・解析的に検討した。その結果、20 K ～ 40 K 程度の温度領域における常伝導伝搬速度や最小クエ
ンチエネルギーの磁界ベクトル依存性他を明らかにした。


























により、数 10MHz 帯において最大 10dB 程度の低減効果を実証した。

















































































様々なドーピング密度、欠陥密度を有する n型 GaN試料のHall 効果測定から、電子移動度を決める散
乱過程を明らかにした。また、深い準位の評価も行い、主要な電子トラップを同定した。





平　井　和　斗（木本教授） 「 SiC 基板上 AlN 層の成長モードと結晶性の成長温度依存性および原料交
互供給法の検討」
























松　田　祥　伸（川上教授） 「 高品位白色 LEDの実現に向けた {112̅2} 半極性GaN基板上三次元 InGaN
量子井戸に関する研究」



































友　松　駿　介（北野教授） 「 Yb+ 電気八重極子時計遷移を励起するテーパ半導体素子を利用した光源
の性能改善」
寿命約 10 年の時計遷移を励起する狭線幅・高出力光源を開発した。標題素子を外部共振器構造でレー
ザー発振させ、共振器を構成する回折格子と出力鏡を同時に微動し連続掃引範囲を 5 GHz に拡大した。



























広いバンドギャップ（5.3 eV）を持つ α相（コランダム構造）Ga2O3 薄膜の欠陥低減と結晶構造の制
御を目指した。（AlxGa1-x）2O3 擬似傾斜バッファ層を提唱し、その導入により、Ga2O3 の刃状転位密度を























多数のプレイヤーから 1年間で 20 万種類を超える知識を収集した。

























































牧　野　仁　宣（原田教授） 「 VHF 帯広域ブロードバンド移動通信システムにおける受信機構成及び実
機実装に関する研究」































神　矢　翔太郎（守倉教授） 「 Spatial Co-channel Overlap Mitigation through Potential Game-based 
























































辺　　　　　松（佐藤（高）教授）「 PINO: A Framework for Predicting and Mitigating NBTI 





















































































䬗　　　祎　旋（松田教授） 「 Theoretical explanation of spectral line shape in the Chemical 












































森　村　岳　雄（土井教授） 「 配向 Cuテープを基材としたYBa2Cu3O7 超伝導線材に適する Ti 酸化物
系導電性中間層の開発及びその安定化効果」



















玉　嶋　愛　美（白井教授） 「 Improvement of Recovery Characteristics of GdBCO tape with Several 




















谷内田　貴　行（白井教授） 「 高安定電源システムを用いた電流制御による高温超電導MRI マグネット
の磁場安定度向上」
高温超電導線材を用いたヘリウムフリーの伝導冷却MRI マグネットの開発においては、遮蔽電流に
よる磁場変動と永久電流モードの実現が容易ではないという問題がある。32 H の 3T高温超電導MRI
マグネットおよび高安定電源システムを設計・導入し、遮蔽電流の影響の抑制と電源安定度向上のため
の手法を提案し、イメージングに必要とされる 1 ppm/hour 以下の磁場安定度を達成した。
エネルギー理工学研究所





守　田　健　一（長﨑教授） 「 LaB6 およびCeB6 光陰極の陰極温度・照射レーザー波長特性の計測とモ
デリングに関する研究」
高周波電子銃の性能向上に繋がると期待される熱励起補助光電子放出機構について、候補陰極材料で
ある LaB6 および CeB6 からの電子放出特性を測定して陰極温度、照射レーザー波長およびレーザー強
度への依存性を明らかにし、これらの特性を説明する熱励起補助光電子放出モデルについて考察した。





































森　　　昴　志（山本教授） 「 Study on atmospheric structure based on simultaneous observations 







150MHz、400MHz に加えて、965MHz と 1067MHz の利用が計画されており、同時に 3周波数を受信
可能とするため、複数のソフトウェア無線（SDR）機器を用いた受信システムを開発した。






















最近の非線形波動成長理論に基づいて、Van Allen Probes で観測された波動スペクトル構造を分類し、
その振幅と周波数の関係を検証した。









王　　　　　策（篠原教授） 「 Study on Rectifier for a Satellite Internal Wireless Power Transfer 
System」（人工衛星内部ワイヤレス給電システムの整流回路に関する研究）
人工衛星内部の電力および情報通信の無線化を目指し、チャージポンプ回路とF級負荷を組み合わせ
た 5.8GHz 整流回路の設計、試作を行った。実測結果より、最適負荷 1.3kΩ、入力電力 30mWにおいて
最大マイクロ波－直流変換効率 71%を達成した。
兒　島　清志朗（篠原教授）「放射近傍界におけるアレーアンテナ間高効率無線電力伝送に関する研究」






3 次元粒子シミュレーションおよび実測実験により、市販電子レンジに搭載されている 2.45GHz 帯マ
グネトロンの発振効率と雑音スペクトルを評価した。電磁界シミュレーションによりマグネトロン内に
発生する電磁界共振モードを解析し、雑音スペクトルとの対応付けを行った。
学術情報メディアセンター
宮　川　岳　士（中村（裕）教授）「筋電位を用いた複数筋の協調関係分析」
複数の筋肉が関与する運動における各筋の協調関係について分析を行った。表面筋電位による筋活性
度の計測、およびウェーブレットコヒーレンスを用いた解析から、主導筋と拮抗筋の協調関係に対して
いくつかのパターンが存在することが明らかとなった。
